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最
近
数
年
聞
に
心
理
學
者
の
計
を
聞
く
こ
と
が
可
な
ら

多
い
。
佛
の
ビ
ネ
貰
、
濁
の
エ
ッ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
キ
ェ
ル

ペ
、
モ
イ
マ
ン
、
、
米
の
ジ
比
｝
ム
ス
、
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
ペ
〃

ヒ
等
は
其
の
重
な
る
竜
の
で
み
る
が
、
最
近
に
傳
へ
ら
れ

控
る
佛
の
リ
ボ
「
老
講
授
の
計
昔
は
、
此
等
数
氏
の
死
に

比
し
て
寧
ろ
よ
互
以
上
に
惜
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
テ
オ
デ
ュ
ル
、
」
ア
ル
マ
ン
、
リ
ボ
「
（
盛
臥
O
山
巳
Φ
b
吋
彦
節
一

β
負
奥
ま
。
け
）
は
千
八
百
三
十
九
年
、
佛
國
の
コ
ー
ト
、
ヂ
．

ノ
書
ル
州
（
α
ひ
営
ω
一
急
唯
一
H
4
0
困
伽
）
の
ガ
ン
ガ
ン
（
Φ
三
ご
σ
q
舘
暑
）

と
い
ふ
小
さ
い
町
に
生
れ
た
。
佛
國
の
西
北
の
一
角
が
海

中
に
突
出
し
て
竹
群
海
峡
と
濫
訴
ケ
イ
濁
と
を
分
っ
て
居

る
、
此
ハ
の
突
角
の
申
に
あ
っ
て
北
方
英
國
海
峡
に
面
し
て

居
る
地
方
で
あ
乃
。
夙
に
心
理
學
特
に
其
の
實
験
的
方
面

の
研
究
に
着
手
し
て
（
少
時
よ
ム
名
盤
を
揚
げ
、
一
八
七

六
年
に
は
其
の
機
關
と
し
て
哲
學
評
論
（
舅
。
差
Φ
嘗
ぎ
ω
？

℃
ぼ
ρ
g
①
）
を
創
刊
し
、
　
一
八
八
八
年
に
は
コ
レ
ー
ヂ
、
ド

フ
ラ
ン
ス
の
心
理
學
の
敏
授
と
な
う
、
一
九
〇
一
年
に
退

隠
し
て
そ
の
名
書
教
授
の
欝
欝
を
得
尤
が
、
哲
學
評
論
の

編
輯
は
依
然
と
し
て
之
を
司
り
、
叉
一
方
學
問
上
の
研
究

も
晩
年
に
於
い
て
万
々
低
回
せ
ら
れ
て
、
其
の
意
氣
肚
者

を
凌
ぐ
竜
の
が
あ
っ
カ
。
然
る
に
最
近
兎
角
健
康
が
す

ぐ
れ
ず
、
殊
に
昨
年
の
始
に
限
疾
を
得
て
手
術
を
施
し
π

る
爲
め
に
、
人
と
の
封
話
な
ど
に
頗
る
困
難
を
餓
じ
カ
ら

し
か
つ
カ
が
、
遽
に
今
回
の
計
音
に
接
し
控
次
第
で
あ

る
。　
云
ぶ
ま
で
も
な
く
リ
ボ
｝
は
佛
國
の
新
心
理
學
の
父
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で
、
濁
逸
の
ゲ
ン
ト
と
同
じ
地
位
に
在
ウ
、
年
輩
も
亦
殆

ど
同
じ
で
あ
る
り
學
風
は
實
験
的
と
稚
せ
ら
れ
て
居
る

が
、
併
し
佛
國
に
於
け
る
實
験
心
理
學
と
い
ぶ
語
の
資
義

は
、
良
米
に
於
け
る
此
語
の
意
味
と
は
除
程
異
っ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

て
、
む
し
ろ
経
験
的
心
理
學
と
い
ふ
方
が
當
っ
て
居
る
や

5
に
思
ふ
。
リ
ボ
童
も
矢
張
ウ
此
の
流
れ
に
些
し
て
居
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

今
少
し
適
切
な
る
語
を
以
て
い
へ
ば
登
生
的
心
理
撃
と
い

’
ふ
ρ
が
一
番
よ
く
は
な
い
か
と
悪
ふ
。
帥
ち
危
言
の
ペ
イ

ン
や
ス
ペ
ン
サ
「
の
流
れ
を
汲
ん
で
米
國
の
ジ
エ
！
ム
ス

や
ス
タ
ン
レ
「
、
ホ
『
ル
の
考
ヘ
ル
響
冠
し
て
居
る
所
が

あ
っ
疫
。
六
っ
て
濁
逸
の
心
理
學
、
特
に
主
知
的
の
ヘ
ル

バ
ル
ト
等
の
心
理
學
と
は
最
多
く
相
容
れ
な
か
つ
π
と
思

ふ
。
、
帥
ち
心
の
現
象
を
唯
そ
れ
自
身
に
就
い
て
研
究
す
る

と
い
ふ
よ
垂
も
、
む
し
ろ
更
に
慶
い
見
地
に
立
っ
て
、
心

の
現
象
を
一
般
の
生
命
の
現
象
と
鷲
鼻
せ
し
め
、
そ
の
一

々
の
作
用
の
研
究
と
共
に
そ
れ
が
何
故
に
生
物
に
封
し
て

必
要
と
な
つ
π
の
で
あ
る
か
、
或
は
生
物
に
勢
し
て
如
何

　
　
　
　
　
難
　
　
　
録

な
る
役
目
を
有
す
る
も
の
で
あ
惹
と
い
ふ
や
う
な
方
面
に

着
目
し
て
居
る
。
随
っ
て
リ
ボ
「
の
研
究
は
威
畳
、
観
念
、

記
憶
と
い
ぶ
如
誉
知
的
方
面
に
關
す
る
竜
の
は
極
め
て
少

く
て
、
精
聯
生
活
の
根
本
的
な
深
い
部
分
た
る
幡
…
意
的
方

面
に
限
ら
れ
て
居
泥
。
殊
に
威
情
及
び
情
緒
の
研
究
は
氏

．
が
一
生
の
心
血
を
傾
け
だ
所
で
、
此
の
著
書
の
孚
ば
は
此

の
方
面
に
話
し
て
居
る
。
其
の
最
竜
主
な
る
竜
の
は
云
ふ

寮
で
も
な
く
一
八
九
六
年
に
暮
れ
た
『
威
情
の
心
理
』
（
日
撃

廟
｝
島
9
。
σ
。
δ
自
学
ω
曾
菖
琶
㊦
u
諾
）
で
、
其
の
翌
年
に
既
に
英

課
∵
に
な
・
9
、
最
竜
廣
く
訟
忌
ま
れ
、
原
書
は
一
九
一
四
年
に

既
に
九
版
を
重
ね
、
此
の
方
面
に
於
け
る
第
一
流
の
署
で

あ
る
。
其
の
他
一
九
〇
五
年
に
現
れ
た
『
威
惜
の
論
理
』

（
じ
二
。
σ
Q
5
器
幽
①
。
。
乙
。
Φ
浮
言
Φ
β
3
）
、
一
九
〇
六
年
の
『
熱
情

に
つ
い
て
』
（
国
ω
・
。
玖
ω
謹
δ
ω
℃
器
。
・
8
P
ω
）
一
九
一
〇
年
の

鳳
情
心
弥
蔵
の
諸
問
題
』
（
憎
ヒ
O
ご
㌫
旨
霧
鳥
Φ
℃
ω
図
0
2
0
σ
q
桝
①
び
㌦

帥
F
穿
。
び
ぎ
）
は
い
つ
れ
込
『
感
情
の
心
理
』
を
補
ふ
も
の
と

見
る
べ
く
、
同
一
の
方
面
を
飽
く
ま
で
追
究
し
て
倦
雲
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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る
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面
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佛
國
に
於
け
る
實
縢
心
理
學
の
意
義
は
、
濁
米
等
に
於

け
る
と
聯
か
相
違
す
る
所
が
あ
る
と
前
に
蓮
べ
た
が
、
藤

島
の
侍
者
は
、
心
理
學
に
於
け
る
最
上
の
實
験
は
、
自
然

が
や
っ
て
く
れ
る
實
鹸
を
観
察
記
載
す
る
に
在
る
と
考
ふ

る
人
が
多
い
。
自
然
の
や
っ
て
く
れ
る
實
駿
と
は
即
ち
精

紳
の
獲
態
若
し
く
は
病
態
で
、
即
ち
贋
義
の
唱
言
病
で
あ

る
。
リ
ボ
ー
の
後
任
と
し
て
目
下
コ
レ
ヂ
ふ
1
3
、
フ
ラ
ン

ス
の
教
授
疫
る
ピ
エ
粥
、
ジ
ャ
ネ
ー
氏
の
如
き
は
極
端
に
此

ト
の
考
へ
を
主
張
し
て
居
ウ
、
精
管
病
の
研
究
以
外
に
心
理

學
の
實
験
は
無
い
と
云
っ
て
居
る
。
託
っ
て
佛
國
の
心
理

學
者
は
同
時
に
精
榊
烏
鷺
者
で
あ
る
事
が
甚
多
い
。
リ
ボ

｝
は
精
聯
病
倒
の
富
豪
に
は
次
ら
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
．

が
沸
初
年
の
著
に
は
精
紳
の
獲
態
に
關
し
二
二
の
が
多
く
．

あ
る
っ
『
意
志
の
疾
病
』
（
b
Φ
。
。
臼
巴
銭
凶
㊦
ω
警
束
く
巳
9
訴
臥

『
記
憶
の
疾
病
』
（
ピ
Φ
。
。
目
巴
器
δ
御
伽
Φ
貯
白
似
彰
。
貯
Φ
）
『
人
格

の
疾
病
』
（
ピ
＄
舅
鑑
震
象
謎
幽
Φ
富
ゼ
Φ
謎
。
口
奉
囲
ま
）
等
は
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

れ
も
小
鮒
子
で
は
あ
る
が
、
皆
長
良
に
竜
さ
れ
て
廣
く
讃

叢
れ
て
居
る
。

　
其
の
他
リ
ボ
ー
の
登
生
的
又
は
進
化
論
的
傾
向
を
窺
は

し
む
る
も
の
は
、
早
く
現
れ
π
『
心
的
遺
墨
』
（
ピ
．
ま
鼠
費
敏

陽
）
、
。
置
。
。
q
嘗
Φ
）
及
び
エ
ヌ
ピ
ナ
ス
（
募
嘗
謬
）
と
共
に
繹

し
π
ハ
蓼
バ
ー
ト
、
メ
ペ
ン
サ
ー
の
『
心
理
學
原
理
』
が
あ

る
。
叉
氏
の
意
志
的
運
動
的
方
面
を
重
ん
じ
た
る
こ
と
を

知
ら
し
む
る
竜
の
は
『
シ
ョ
ー
ペ
ン
メ
ウ
ェ
ル
の
詩
序
』
（
富

嘗
ぎ
ω
。
魚
区
号
ω
魯
。
娼
Φ
巳
§
9
、
）
及
び
『
無
意
識
生
活
と

蓮
動
』
（
ぎ
く
δ
凶
ま
8
豊
㊦
簿
Φ
暮
一
⑦
。
・
暮
薯
Φ
彰
Φ
艮
。
。
）
と
が

あ
う
、
叉
幾
分
か
知
的
意
識
的
方
面
の
研
究
を
目
す
べ
き

は
『
注
意
の
心
理
』
（
日
勲
℃
曙
畠
。
ざ
σ
Q
富
臼
巴
、
客
8
暮
δ
謬
）
『
創

始
的
想
像
に
つ
い
て
』
（
国
国
鼠
霊
二
．
巨
魁
σ
q
ぼ
註
。
ロ
。
敏
客
〒

甘
Φ
）
『
一
般
観
念
の
…
進
化
』
（
ピ
威
く
○
ご
㌶
8
魁
窃
一
畿
Φ
。
。
σ
Q
曾
竪

合
憲
霧
）
が
あ
る
。
叉
そ
の
肚
年
時
代
の
二
大
著
述
と
竜
云

ふ
べ
き
『
現
今
の
英
國
心
理
學
』
（
h
う
娼
紹
島
。
H
。
σ
Q
δ
夢
㌣

σQ一

W
器
8
韓
。
巨
℃
o
話
貯
Φ
）
『
現
今
の
濁
世
心
理
學
』
b
営
陽
i
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同
。
ぎ
δ
σ
Q
澄
巴
δ
琶
舘
凱
Φ
o
O
ぽ
Φ
ヨ
℃
o
養
首
Φ
）
は
夙
に
英
課
に

竜
な
っ
て
日
本
な
ど
に
竜
廣
く
讃
ま
れ
て
居
る
。

　
国
訳
の
日
本
の
心
理
學
逐
日
は
、
主
と
し
て
濁
逸
及
び

米
國
の
心
理
學
が
紹
介
せ
ら
れ
、
新
心
理
學
或
は
實
瞼
心

理
學
と
い
へ
ば
、
種
々
の
器
械
を
用
ひ
て
主
と
し
て
威
畳

叉
は
初
歩
め
知
的
作
用
の
研
究
を
な
す
乙
と
な
づ
と
や

ぶ
や
う
に
解
せ
ら
れ
て
居
る
傾
向
が
あ
る
。
湿
れ
は
或
は

『
實
験
』
と
い
ふ
語
だ
け
に
封
し
て
は
寧
ろ
唐
墨
し
て
居
る

と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
新
し
い
心
理
學
が
た
璽
此
の

方
面
の
み
と
い
ム
や
う
に
解
す
る
も
の
が
萬
一
に
も
あ
ら

ば
、
そ
れ
は
大
な
る
誤
う
で
あ
っ
て
、
薪
心
理
學
は
遙
か

に
憩
い
範
園
を
有
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
中

に
就
い
て
我
が
リ
ボ
生
々
授
に
よ
つ
て
代
表
き
れ
て
居
る

威
惜
の
研
究
は
、
米
の
ス
タ
ン
レ
！
、
ホ
婁
ル
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
て
居
る
襲
爵
的
心
理
學
と
相
並
ん
で
、
在
來
我

が
國
に
主
に
紹
介
さ
れ
て
居
た
粗
粒
の
實
験
心
理
學
の
敏

を
補
ふ
竜
の
と
す
べ
く
、
將
來
の
我
が
國
の
心
理
學
は
盆

　
　
　
　
酢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侮

　
　
　
　
　
難
　
　
　
鍛
、

，

此
の
方
面
に
研
究
の
歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
澱
と
思
ふ
。

　
心
象
の
二
月
の
初
、
巴
里
の
町
に
も
雲
が
少
し
く
積
ん

で
居
て
吹
く
風
寒
き
日
、
コ
レ
ヂ
、
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
す
ぐ

そ
ば
の
學
校
町
（
口
話
留
ω
團
8
電
砿
）
二
十
五
番
地
の
リ
ボ

重
先
生
の
宅
を
訪
問
し
た
。
四
階
の
階
段
を
漸
く
昇
う
霊

し
て
刺
を
通
じ
、
客
間
に
暗
き
る
㌧
と
、
問
平
な
く
先
生
は
・

出
て
來
ら
れ
カ
。
普
通
寓
眞
で
は
四
五
＋
代
の
先
生
の
像

の
み
を
見
て
居
π
の
で
台
付
限
の
前
に
見
だ
先
生
が
非
常

に
年
を
と
っ
て
癒
介
し
て
居
ら
る
＼
の
を
見
て
、
』
時
は

別
人
か
と
疑
つ
π
位
で
あ
っ
だ
。
丈
は
佛
國
人
と
し
て
竜

低
い
方
で
身
膿
も
一
膿
に
小
さ
く
、
殊
に
数
日
前
眼
の
手

術
を
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
歩
行
に
竜
困
難
し
て
居
ら
る
㌧

ら
し
く
、
自
分
の
家
な
が
ら
壁
や
椅
子
な
ど
を
手
に
探
う

な
が
ら
入
っ
て
來
ら
れ
、
椅
子
を
予
の
膝
の
す
ぐ
そ
ば
に

引
き
よ
せ
て
話
さ
れ
た
。
そ
れ
に
老
人
に
よ
く
あ
る
病
氣

で
あ
ら
5
が
首
が
絶
え
ず
左
右
に
振
れ
て
居
る
。
随
分
嚢

へ
ら
れ
だ
込
の
だ
と
思
つ
イ
馳
、
或
は
そ
れ
以
後
あ
ま
ウ
長

　
　
　
　
　
r
－
　
　
．
．
　
δ
九
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生
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
心
配
を
し
π
。
併
し

話
し
は
矢
張
・
9
中
々
し
っ
か
ウ
し
て
居
て
、
折
角
佛
國
に

來
て
く
2
ー
カ
の
に
此
戦
孚
申
で
頗
る
氣
の
毒
に
思
ふ
こ
と

な
ど
か
ら
、
自
然
話
し
は
戦
争
の
事
に
な
っ
て
、
當
時
佛
國

民
の
氣
遣
っ
て
居
た
ヴ
ェ
ル
ダ
ソ
の
戦
璽
も
今
は
さ
紫
で

心
配
で
竜
無
さ
、
う
で
喜
ば
し
い
事
、
叉
そ
の
頃
k
現
は

れ
π
モ
ル
ト
ン
、
プ
リ
ン
ス
氏
の
『
カ
イ
ゼ
ル
の
心
理
』
と

い
ふ
書
物
“
乞
誼
讃
ん
だ
．
申
畢
を
話
さ
れ
一
て
、
プ
リ
ン
ス
が
カ
イ

ゼ
ル
を
狂
者
だ
と
い
っ
た
の
に
大
に
喜
ん
で
居
ら
る
＼
様

子
で
あ
っ
カ
。
前
に
日
本
に
駐
在
し
て
居
控
佛
國
大
使
の

ジ
ェ
ラ
ー
測
氏
が
此
の
近
く
に
住
ん
で
居
る
か
ら
一
度
訪

問
し
て
見
疫
ら
面
白
か
ら
う
と
云
っ
て
、
予
を
自
分
の
書

齊
に
導
き
、
ジ
ェ
ラ
薯
ル
氏
の
住
属
を
畳
束
な
い
眼
附
き
に

て
『
哲
學
評
論
』
の
原
稿
紙
に
書
い
て
く
れ
ら
れ
カ
が
、
そ

れ
か
ら
一
年
な
ら
ざ
る
に
、
予
の
前
の
心
配
は
偶
然
に
竜

適
中
し
て
、
今
回
の
計
音
に
接
し
、
『
哲
學
評
論
』
の
原
稿

紙
の
紙
片
は
予
に
と
っ
て
實
に
奪
き
紀
念
と
な
っ
て
し
寮

＝
α

つ
π
。

　
附
記
。
ジ
ボ
ー
敏
授
は
昨
年
十
二
月
八
日
七
十
七
歳
の

　
高
齢
を
以
て
巴
里
に
旧
せ
ら
れ
π
と
の
事
で
あ
る
。


